
「
甘
楽
地
域
観
光
振
興
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た　
　
　
　
　
　
　
　

■
産
業
課
商
工
観
光
係
☎

（64）
８
３
２
０

　

町
は
９
月
14
日
、
め
ん
た
い
パ
ー
ク

群
馬
、
こ
ん
に
ゃ
く
パ
ー
ク
、
群
馬
サ

フ
ァ
リ
パ
ー
ク
、
上
信
電
鉄
、
都
市
農

村
交
流
協
会
と
観
光
振
興
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
６
者
が
相
互

に
協
力
・
連
携
し
広
域
観
光
振
興
・
情

報
共
有
・
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
事
業

に
取
り
組
み
、
発
展
的
な
観
光
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
協
定
を
軸
に「
地
域
の
魅
力
」

を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
官
民
連
携
に

よ
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
い
、
今

後
は
周
遊
観
光
を
可
能
と
す
る
た
め
の

交
通
手
段
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

〜
つ
な
が
る　

ひ
ろ
が
る　

観
光
の
実
現
へ
〜

➡三大パーク巡りの利用促進や観光客の受け入れ環境整備
➡観光振興に係る情報共有や情報発信
➡観光振興に係る行事・イベントなどの連携

主な協力内容主な協力内容

６者で協定書に署名しました

第
１
弾
企
画　

実
施
中

三
大
パ
ー
ク
巡
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

詳
し
く
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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（
１
）平
均
正
答
率

　

令
和
４
年
度
は
、
例
年
行
わ
れ
る
国

語
、
算
数
・
数
学
に
加
え
、
理
科
に
つ

い
て
の
調
査
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
甘

楽
町
の
場
合
、
例
年
、
小
学
6
年
時
よ

り
も
中
学
3
年
時
の
方
が
平
均
正
答
率

が
高
く
な
っ
て
お
り
、
今
回
も
同
様
の

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
あ
る
体

験
を
積
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
、
中
学
校

で
粘
り
強
く
学
習
に
取
り
組
み
さ
ら
に

成
長
し
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

（
２
）児
童
・
生
徒
へ
の

　
　

質
問
紙
調
査
の
主
な
結
果

〇
…
肯
定
的
回
答
の
割
合
が
全
国
よ
り

10
％
以
上
高
い
項
目

▲
…
肯
定
的
回
答
の
割
合
が
全
国
よ
り

10
％
以
上
低
い
項
目

小
学
校

中
学
校

中
学
校

　

昨
年
度
か
ら
本
格
導
入
し
た
一
人
１

台
端
末（
タ
ブ
レ
ッ
ト
P
C
）の
活
用

に
つ
い
て
、
小
学
校
で
は
調
べ
た
り
ま

と
め
た
り
す
る
場
面
で
の
活
用
は
な
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
意
見
交
流
の
場
面

で
の
活
用
が
や
や
少
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
操
作
ス
キ
ル
の
高
ま

り
と
共
に
よ
り
多
く
の
場
面
で
効
果
的

に
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
各
小
学
校
で
は
I
C
T

機
器
を
活
用
し
た
学
習
活
動
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
結
果
を
踏
ま
え
、
引
き
続

き
各
学
校
に
お
い
て
指
導
方
法
な
ど
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
質
問
紙
調
査
の
結
果
で
は
、

児
童
生
徒
の
地
域
と
の
関
わ
り
や
地
域

へ
の
愛
着
の
深
さ
も
表
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
甘
楽
町

の
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
ご
家
庭
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

国語 算数 理科
甘楽町 62.0 60.0 58.0
群馬県 66.0 62.0 63.0
全　国 65.6 63.2 63.3

国語 数学 理科
甘楽町 68.0 56.0 51.0
群馬県 70.0 52.0 52.0
全　国 69.0 51.4 49.3

■小学校                           （％）

■中学校                          （％）

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

■
教
育
課
学
校
教
育
係
☎

（64）
８
３
２
３

〇
学
校
に
行
く
の
は
楽
し
い
と
思
っ
て

い
る  

〇
難
し
い
こ
と
で
も
、
失
敗
を
恐
れ
な

い
で
挑
戦
し
て
い
る

〇
今
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
参
加

し
て
い
る

▲
学
校
で
学
級
の
友
だ
ち
と
意
見
を
交

換
す
る
場
面
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の

I
C
T
機
器
を
週
３
回
以
上
使
っ
て
い
る

〇
今
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
参
加

し
て
い
る

〇
地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る
た
め
に
何

を
す
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
が
あ
る

〇
学
校
で
学
級
の
生
徒
た
ち
と
意
見
を

交
換
す
る
場
面
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の

I
C
T
機
器
を
週
３
回
以
上
使
っ
て
い
る

〇
授
業
で
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
発

表
す
る
場
面
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の

I
C
T
機
器
を
ほ
ぼ
毎
日
使
っ
て
い
る

〇
１・
２
年
生
の
時
に
受
け
た
授
業
で

は
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
自
分
で
考

え
自
分
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

〇
１・
２
年
生
の
時
に
受
け
た
授
業
で

は
、
各
教
科
な
ど
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め

る
活
動
を
行
っ
た

〇
学
習
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
分
か
っ

た
点
や
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
点
を
見

直
し
、
次
の
学
習
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
て
い
る

〇
数
学
の
問
題
の
解
き
方
が
分
か
ら
な

い
時
は
、
あ
き
ら
め
ず
に
い
ろ
い
ろ
な

方
法
を
考
え
て
い
る

▲
理
科
の
勉
強
が
好
き
で
あ
る

〇
家
で
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
を

し
て
い
る（
学
校
の
授
業
の
予
習
や
復

習
を
含
む
）

【
令
和
４
年
４
月
19
日
実
施
】

　

小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
調
査

小
学
校

中
学
校

町政の動き
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ハルビン市研修
異国文化が折衷するハ
ルビン市の風土、文化
や食事を体験します。

事前研修
中国やハルビン市の概
要、海外でのマナーや
留意事項などを学習し
ます。

ハルビン市の友人
と交流

レクリエーションや文
化体験などを両市町の
学生が一緒に取り組み
ます。

空　港
国際線での出国審査や
搭乗手続きなどを経験
します。

壮行会
出発を前に、研修団員
がそれぞれの抱負を発
表します。

帰国報告会
研修での気付きや振り
返りを共有し、次世代
へつなぎます。

北京市研修
史跡や施設などを見学
し、海外の歴史や文化
などを学びます。

甘楽町×ハルビン市甘楽町×ハルビン市
友好交流 30周年記念

　連載３回目の今回は、子どもたちによる相互交流をご紹介します！連載３回目の今回は、子どもたちによる相互交流をご紹介します！
■ 問い合わせ　企画課企画調整係☎ 74-3133■ 問い合わせ　企画課企画調整係☎ 74-3133

vol.3vol.3

　　　　相互派遣交流のあゆみ相互派遣交流のあゆみ
　ハルビン市と甘楽町の相互派遣交流は、1996（平成８）年に第１次ハ
ルビン市中学生研修団が来町、1998（平成10）年に第１次甘楽町中学
生国際交流研修団がハルビン市を訪問して以降、現在まで続く歴史あ
る交流事業です。

激励を受ける研修団員

　これまでに、甘楽町からは第９次まで総勢116人の中学生がハ
ルビン市を訪問し、ハルビン市からは第11次まで総勢156人の学
生たちが甘楽町を訪れ、交流を深めてきました。
　長い歴史の中には、社会情勢や大規模災害、近年では新型コロ
ナウイルス感染症の流行により、派遣がかなわないこともありま
したが、両市町が協力し助け合いながら交流が続いてきました。

第１次ハルビン市中学生研修団

手続きに向かう研修団員 協力しながら切り絵体験

ロシア風建築が特徴的な
聖ソフィア教会を見学

世界遺産「八達嶺長城」
を見学

研修の感想を各々発表す
る団員たち

ハルビン市訪問甘楽町中学生国際交流研修団の交流内容（一例）ハルビン市訪問甘楽町中学生国際交流研修団の交流内容（一例）

し

ハルビン
市って

どんなと
ころ

　　　だ
ろう？

文化交流は、
新しい価値観
や気付きが得
られて、学ぶ
ことも多いね

第１次甘楽町中学生国際交流研修団
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